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PRESS RELEASE 

岡山大学記者クラブ 御中 

令和 4 年 9 月 29 日 

岡 山 大 学 

 

困難を持つ妊産婦・親子の支援を学ぼう！ 

公開セミナー「社会的ハイリスク妊産婦と多職種連携による支援」 

オンライン開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本においては、医学的リスクを持つ妊産婦における疾患の発生予防、疾患発生時の医療的な対応

が進み、世界でも妊産婦死亡率や新生児死亡率が最も低い国々の１つになっています。一方、近年、

妊産婦死亡の原因のトップは自殺になっており、また、全国的に、子どもへの虐待相談通告件数が増

加の一途をたどっています。これらへの対策としては、メンタルヘルスの課題への対応に加えて、予

期しない妊娠（望まない妊娠）、未婚、多くの子どもを持つ家庭など、妊産婦の持つ「社会的なリス

ク因子」への対応が必要です。 

岡山県では、先進事例として、「妊娠中からの気になる母子支援」連絡票を使用した社会的ハイリ

スク妊産婦への支援システム「岡山モデル」を 2011 年に開始、虐待相談通告件数は横ばいから減少

に転じています。また、現在、妊娠中や産後うつ（周産期うつ）などのメンタルヘルスの課題への対

応を強化しています。 

この「岡山モデル」では、産科施設のみではなく、地域の保健師、精神科スタッフ、子育て広場ス

タッフなど、多施設、多職種が連携した支援を行っています。ハイリスク妊産婦への支援を行うため

には、「多職種が連携して妊娠中から切れ目なく支援する」というコンセプトの共有、また、各種の

具体的なケースの検討による認識のすり合わせが必要になります。 

今回のセミナーでは、「岡山モデル」のコンセプトやその成果、また、支援を実施した妊産婦の持

つリスク因子の解析などについての情報提供があります。また、各種の医学的・社会的リスクの中か

ら「多くの子どもを持つ家庭」「若年の妊産婦」「発達障害を持つ妊産婦」などについて、現場の医師

や岡山県妊娠出産サポートセンター「妊娠・安心相談室」の相談員から話を聞きます。さらに、模擬

的なモデルケースへの対応を体験してもらうグループワークを行います。  

『Zoom』を使用したオンラインでの公開セミナーのため、パソコン、スマホ、タブレット等をお

持ちでしたらどこからでも参加いただけます。問題意識を持つ医療スタッフ、母子保健スタッフ、精

神科スタッフ、子育て支援スタッフ、また、それを目指す学生などの参加をお待ちしています。 

（アドバンス助産師の更新申請としてもご利用いただけるセミナーです。） 

◆発表のポイント 

・2011 年に岡山県で始まった「妊娠中からの気になる母子支援」連絡システム「岡山モデル」も 12

年目を迎えて成果も見え、各種の社会的・医学的リスク因子も明らかになってきました。 

・「多子家庭」「若年妊娠」「発達障害を持つ妊産婦」などについて、支援の現場から話を聞きます。 

・多職種の連携に向けて、模擬ケースの支援の実践をグループワークで体験します。 

・ 

・ 
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＜開催概要＞ 

1. 名 称 オンライン公開セミナー「社会的ハイリスク妊産婦と多職種連携による支援」

2. 日   時 2022 年 10 月 7 日（金）14：00～16：50（オンライン開催） 

3. 対 象 者 どなたでも参加いただけます。（要事前申し込み）

4. 申込方法 メール（josan@cc.okayama-u.ac.jp）に、①10/7 公開セミナー参加希望、②氏名

③職業・所属、④参加証明書希望 （ご希望の方のみ）をご記入の上、事前にお申

し込み下さい。 

※グループワークのグループ分けの際に必要ですので、職業（医師、助産師、

保健師、心理士など）、学生の場合には学部などを必ずご明記下さい。

お申込みいただいた方に Zoom の使い方の説明や当日の招待をいたします。

※josan@cc.okayama-u.ac.jp から折り返し連絡をいたしますので、メールが届くよ

う設定をお願いいたします。

※申し込み後３日以内（土日祝除く）にメールが来ない方は、育成プログラム事

務局（086-235-6538）までご連絡ください。

アドバンス助産師の更新申請に本セミナーを使用したい方は、メールに「参加

証明書希望」と書き添えてください。 

※締め切り：10 月 6 日（木）15 時まで

5. 参加費用 無料 

＜補足＞ 

詳しい情報は、岡山大学大学院保健学研究科 中塚研究室ホームページをご参照ください。 

URL: http://www.okayama-u.ac.jp/user/mikiya/ 

◆研究者からのひとこと

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学学術研究院保健学域 教授 中塚幹也 

（電話番号・FAX）086-235-6538 

岡山大学大学院保健学研究科 「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム事務

局 （電話番号・FAX）086-235-6538  

中塚教授 

「With コロナ/Post コロナ時代」には、メンタルヘルスの課題を抱

える妊産婦も増えており、さらなる支援が必要になっています。 

中塚研究室では、多くの研究者や学生が妊産婦への支援に向けて

研究を行っています。ぜひ、ホームページをご覧ください。 

https://www.okayama-u.ac.jp/user/mikiya/ 


